
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

新秋の候、貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

現代のストレス社会における国民ひとりひとりの健康維持管理の重要性が叫ばれて久しい今、機能性イオン協会の 

多くの会員の方々も、切磋琢磨し新製品の開発に努められています。今回は坂田様、長倉様、江川様のご協力を得

て研究発表をして頂きますので、“温泉” “オゾン” “ホルミシス”の効用を理解して頂きたいと考えています。 

また、人間は水(H2O)を軽視すると健康維持も困難になります。そこで、長年“水の研究”をされている久保田先生に

基調講演をお願いしましたので、参加者全員の今後の健康維持の実践につながる活発なご討議を期待しています。 

 

１３：００ 開 会 宣 言 
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１３：０５ 

｜ 

１３：３５ 

『『  温温泉泉とと健健康康  「「玉玉川川温温泉泉にに学学ぶぶ」」  』』  
 

 
不安とストレスが交差する現代社会において、バランスのとれた身体づくりに皆様も努力をしているの 
ではないでしょうか。そんな中、セルフメディケーションの原点と言える温泉治療について一緒に考えて 
みたいと思います。 
 

坂田  充 氏  株式会社ＹＵＮＯＨＡＮＡ 

１３：３５ 

｜ 

１４：０５ 

『『  小小規規模模オオゾゾンン発発生生器器メメーーカカーーかからら見見たたオオゾゾンン利利用用のの現現状状とと展展望望  』』  
  
  オオゾゾンンのの作作りり方方、、特特性性ななどどオオゾゾンンにに関関すするる一一般般的的なな情情報報かからら、、実実例例をを元元ににししたた具具体体的的なな使使いい方方、、
オオゾゾンン発発生生器器のの現現在在のの市市場場、、今今後後期期待待さされれるる市市場場ななどどににつついいてて小小規規模模オオゾゾンン発発生生器器メメーーカカーーでで  
ああるる弊弊社社のの知知見見をを述述べべるる。。    

  
長倉 正弥 氏  エコデザイン株式会社 

１４：０５ 

｜ 

１４：３５ 

『『  ホホルルミミシシススママッットト使使用用にによよるる生生体体抗抗酸酸化化力力向向上上とと  

スストトレレスス低低減減効効果果をを唾唾液液でで判判定定すするる方方法法  』』  
  

ホルミシスマットを使用した場合の健康効果を検証する方法はいろいろあります。ここでは、 
比較的簡便に検証できる唾液を用いた方法を解説します。実際の測定データによる生体抗酸 
化向上とストレス低減効果を示し、ご理解いただきます。 

 

江川 芳信 氏   遠赤外線応用研究会   

14：35 -15：00 休  憩   ～ 展示会 ～ 
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１５：００ 

｜ 

１６：３０ 

『『  物質科学技術からエネルギー科学技術へ･･･水を通して考える 』』  
 

２０世紀は物質文明が極度に発展した時代だったと言える。その結果が地球環境問題を引き起 
こすことにつながった。地球環境問題発生の最大の原因は人口の増加であることは言うまでも 
ないことである。地球環境問題の発生は人間の活動により排出される廃棄物量が地球が本来  
持っている浄化能力を超えてきたことを意味している。しかし既に生まれて現在生きている  
人間を人為的に減らすと言うことは実際問題として不可能なことである。この現状をクリアー 
するには科学技術以外には無理である。その一つの有力な方法であり対策は水の有効活用と  
物質中心の科学技術からエネルギー科学技術へのシフトと考える。 

 

久保田 昌治 氏  ウォーターデザイン研究会 理事長  理学博士 

１６：３５ 閉 会 宣 言 

 

  
 特定非営利活動法人  日本機能性イオン協会   

 第 12 回 研究発表会  
 

２０１３年１１月１４日（木）早稲田大学２６号館（大隈記念タワー）３０２教室  
企画実行 ： 日本機能性イオン協会 事業委員会 



 

・ 日   時 ： 平成２５年１１月１４日（木）    

講演会 １３：００～１６：３５ 

懇親会 １６：５０～１８：３０ 

・ 参 加 費 ：  一  般 ￥７,０００－ 

会  員 ￥３,０００－ 

・ 懇親会費 ：  ￥ ５,０００－ 

       レストラン 西北の風 

（大隈記念タワー 15Ｆ） 

・ 会   場 ： 早稲田大学 

２６号館(大隈記念タワー) ３０２教室 

東京都新宿区早稲田鶴巻町 516-1 
 

  

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

第 12 回  研究発表会  参加申込書    FＡＸ Ｎｏ．０６－４８０９－４０９９   

参加企業名 TEL 

御住所 〒 

  

FAX 

参加費（税込み） 参加人数 小計 参加者名 

一  般  ７,０００ 人   

会  員  ３,０００ 人   

懇親会  ５,０００ 人   

 

お振込み合計金額  ：  ￥                     
（振込手数料は御負担下さい） 

請求書          領収書 
 

( 要 ・ 不要 )   ( 要 ・ 不要 ) 

 

・ 申込要領   
下記申込み用紙にご記入の上、ＦＡＸにて日本機能性イオン協会事務局に 

お申込み下さい。参加費は下記口座へお振込み下さい。  

お申込み・お振込みの締切りは １１月 ７日 （木 ）です。 

申込み者ご本人が欠席される場合の返金は致しませんのでご了承下さい。 

その場合、代理の方が参加頂いても結構です。 お申込みは受付順となり 

ますが、満席の場合はお断りすることがございます。   
振込先  三菱東京ＵＦＪ銀行  江坂駅前支店  普通０９９４３１１    

郵便局総合口座   記号１４０２０  番号２８７８１４７１  

口座名：日本機能性イオン協会  

上記御住所に当協会のご案内をお送りさせて頂くことがありますが、個人情報は法令に基づき厳重に保管させて頂きます 

日 本 機 能 性 イ オ ン 協 会  

JAPAN ASSOCIATION OF ION        RESEARCH AND APPLICATION  
大阪市東淀川区東中島 1-19-11大城ビル５F        tel:06-4809-4098 fax:06-4809-4099 

 

 

 

 
特 定 非 営 利  

活 動 法 人  

 

  こちら！ 

 
【電車でのアクセス】 

 

東京メトロ東西線 早稲田駅 徒歩５分 

東京メトロ副都心線 西早稲田駅 徒歩 17分 

JR山手線・西武新宿線 高田馬場駅 徒歩 20分 

都電荒川線 早稲田駅 徒歩５分 

 

【バスでのアクセス】 

 

都バス 高田馬場駅前から「学０２早大正門前行」 

早大正門前下車 徒歩 1分 

 
 
 


